
@ 加太

2019 年 7 月 27日 ，土 28日 日

＠和歌山市立青少年国際交流センター
（和歌山市加太 1907-2）

　まちのトレジャーハンティングとは、まちに眠っている資源や魅力
を発掘し、その「お宝」を発見し、その活かし方・使い方を 3 人の
トレジャーハンターたちと一緒に考え、提案する２日間の濃密なワー
クショップです。和歌山市加太のまちの近未来を予測するエリアビ
ジョンを描きます。　
　加太のまちが好きな方、たくさんのご参加お待ちしております！

【主催】南海電気鉄道株式会社、和歌山市　【協力】加太地域活性化協議会　
【企画・運営】株式会社リノベリング　【事務局運営】株式会社紀州まちづくり舎
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大島 芳彦 氏
クリエティブディレクター
株式会社ブルースタジオ専務取締役／大島土地建設株式会社代表取締役／一般社団法人リノベーション協議会 理事 副会長／
大阪工業大学 客員教授／株式会社リノベリング取締役
1970 年 東京生まれ。武蔵野美術大学造形学部建築学科卒業。2000 年より株式会社ブルースタジオにて「Re*innovation リノベー
ション」を旗印に、遊休資産の再生・価値最大化をテーマとした建築企画・設計、コンサルティング、アセットマネジメント事
業を展開。近年は全国の自治体とともに地方創生、中心市街地再生、団地再生、小中学校再編などの都市スケールの再生プロジェ
クトに取り組む。一方で企業 CI、プロダクトブランディング、ランドスケープデザインなど多角的に社会価値の創造に取り組む。
2016 年「ホシノタニ団地」グッドデザイン金賞（経産大臣賞）受賞。

西村 浩 氏
建築家／クリエイティブディレクター
株式会社ワークヴィジョンズ 代表取締役 ／株式会社リノベリング 取締役／オン・ザ・ルーフ株式会社 代表取締役／ 
マチノシゴトバ COTOCO215 代表
1967 年佐賀県生まれ。東京大学工学部土木工学科卒業、東京大学大学院工学系研究科修士課程修了後、1999 年にワークヴィジョ
ンズ一級建築士事務所を設立。土木出身ながら建築の世界で独立し、現在は、都市再生戦略の立案からはじまり、建築・リノベーショ
ン・土木分野の企画・設計に加えて、まちづくりのディレクションからコワーキングスペースの運営までを意欲的に実践する。
日本建築学会賞（作品）、土木学会デザイン賞、ＢＣＳ賞、ブルネル賞、アルカシア建築賞、公共建築賞 他多数受賞。2009 年に竣
工した、北海道岩見沢市の「岩見沢複合駅舎」は、2009 年度グッドデザイン賞大賞を受賞。

瀬川 翠 氏
シェアハウス「アンモナイツ」大家／設計事務所 スタジオ・アンモナイツ代表／銭湯再生会「銭湯 JAPAN」デザインチーム代表
／横浜国立大学大学院 都市イノベーション研究院　博士課程
平成元年東京都生まれ。大学生でシェアコミュニティ「アンモナイツ」を結成、自ら一軒家を改修しシェアハウスの運営を開始。
現在は活動をまちに拡げ、吉祥寺～西荻窪エリアで多拠点近接ネットワーク型のまちなかシェアを運営。日本女子大学住居学科
卒業、横浜国立大学大学院 Y-GSA 修了。2014 年に（株）Studio Tokyo West 設立。「銭湯再生計画」「草加駅前広場計画」をはじめ、
多くのエリアマネジメントやブランディングに携わりながら新たな建築家の職能を探求。

岩本 唯史 氏
水辺総研代表／ RaasDESIGN 代表／ミズベリングプロジェクトディレクター／水辺荘共同発起人
建築家。一級建築士。国交省のミズベリングプロジェクトのディレクターを務めるほか、全国の水辺の魅力を創出する活動を行い、
豊田市、和歌山市、墨田区、鉄道事業者の開発案件の水辺、エリアマネジメント組織などの水辺利活用のコンサルテーションな
どを行う。横浜の水辺を使いこなすための会員組織、「水辺荘」の設立に参加。東京建築士会これからの建築士賞受賞（2017）、
まちなか広場賞奨励賞（2017）グッドデザイン賞金賞（ミズベリング、2018）

　和歌山市は、増え続ける中心部の 遊休不動産という課題に対し、公民連携のもと、
リノベーションによるまちづくりに取り組み、一定の成果を上げています。
　一方、南海電鉄では加太線の観光 路線化・加太エリアの交流人口拡大を目指 し、「加
太さかな線プロジェク ト」を実施しています。

　加太は和歌山市郊外にあり、万葉の時代から潟見の浦
と詠まれていた景勝地で、紀淡海峡に面して美しい海岸
線が続いています。関西でも指折りの魚釣りのメッカで
もあり、なかでも鯛の一本釣りなどが有名です。
　昔ながらの街並みも多く残り、人情味溢れる人々が迎
えてくれます。夏には加太海水浴場や、加太の沖合に浮

かぶ豊かな自然に恵まれている友ヶ島には、多くの観光客
が訪れます。
　2016 年からは加太さかな線観光 列車「めでたいでんしゃ」
の運行が開始し、若い女性を中心に加太の注目度が上昇し
てきています。

なぜ、南海電鉄と和歌山市がリノベーションまちづくりを？ 加太ってどんなところ？

　これらの取り組みを一層推進すべく、2018 年
10 月 3 日にリノベーションまちづくりにおける
連携に関する協定を締結し、リノベーションま
ちづくりを通して、観光、産業、地域の振興等
の各分野において相互に協力し合い、加太線沿
線及び和歌山市駅周辺エリアの魅力創出・発信
に積極的に取り組んでいくこととなりました。

まちのトレジャーハンティング＠加太

《開催日》
《会　　場》

《対　　象》
《定　　員》
《参加費》

2019 年 7月 27 日（土）、28 日（日）
和歌山市立青少年国際交流センター（和歌山市加太 1907-2）
※南海電鉄加太線加太駅より徒歩 30 分

実際にまちを歩いて、まちのお宝を探し、加太エリアの近未来のビジョンを一緒につくりたい方
24 名（3ユニット）
①和歌山市内にお住まいの方：10,160 円（税込）　②和歌山市外にお住まいの方：11,780 円（税込）
※会場の施設利用料（朝食・宿泊代込み：宿泊必須）とオープニング及びクロージングパーティーの参加費

※料金は会場および両パーティー実施会場店舗へ直接お支払いください。

※会場までの交通費や昼食代は各自負担となります。

2 日目の「まちのトレジャーハンティング報告会」及び「トークライブ」は、どなたで
も無料で観覧していただけます。〈申込不要、定員 150 人、先着順〉
「まちのトレジャーハンティング報告会」及び「トークライブ」を観覧いただいた方は
クロージングパーティーにもご参加いただけます。
参加を希望される方はリノベーションわかやま事務局まで氏名、電話番号を明記の上、
FAX またはメールにてお申し込みください。
〈会費 4,000 円（税込）、申込締切 2019 年 7月 21 日（日）〉

・

・

10:30 ～　開会式
11:00 ～　まちのトレジャーハンティング
　　　　　（３つのエリアに分かれてまち歩きワークショップ）
18:00 ～　オープニングパーティー

10:00 ～　まちのトレジャーハンティング（まちのトレジャーハンティング報告会準備）
15:00 ～　まちのトレジャーハンティング報告会（宝物の報告と新しいまちの可能性について提案）
16:45 ～　トークライブ（クロージングトーク）
17:45 ～　閉会式
18:30 ～　クロージングパーティー

ハンター使い

トレジャーハンター

サブトレジャーハンター ゲストスピーカー

小川 貴央 氏
株式会社 sasquatch 代表取締役

佐竹 幸 氏
art home FURARI 主宰

源じろう 氏
proyect g oficina 代表

林 厚見 氏
株式会社スピーク共同代表

リノベーションわかやま事務局（株式会社紀州まちづくり舎内）
TEL/FAX：073-425-8583　E-mail：renov.waka@gmail.com
〈HP〉https://renov-w.com 　 〈FB〉https://facebook.com/renovationwakayama

一般観覧
OK一般観覧

OK

7 / 2 7　　1 日目土

7 / 2 8　　2 日目日

お問合せ

一般観覧について

まちのトレジャーハンティング申込方法
「ReReRe Renovation!」の WEB サイトよりお申込みください。
　URL：https://re-re-re-renovation.jp/schools/th_kada
※応募者多数の場合は厳正に審査させていただきます。

《申込期間》2019 年 5 月 22 日（水）～ 6 月 30 日（日）


